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本研究では、tRNA と対応するアミノ酸の対合に関わるアミノアシル tRNA 合成酵素(ARSs)由来の多酵

素複合体（MSC）についてクライオ電子顕微鏡で観察し、その構造を解析することを目的とする。X 線

結晶構造解析が困難な MSC の立体構造を 3~5Åの高分解能で決定するためには、直接検出器を備えた

電子顕微鏡が必須である。本研究によって MSC の分子基盤について詳細な知見が得られるものと期待

される。大腸菌を用いた発現系で MSC 複合体を発現、４段階のカラムクロマトグラフィーにて精製し、

精製したサンプルを用いて CryoTEM 用のグリッド作成を行った．測定と解析を行ったところ、構造解

析可能な複合体像は得られなかった。今後、更なる安定なＭＳＣ複合体の精製条件と、凍結条件とを検

討する予定である。 
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